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葉
も
耳
に
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
気
象
衛
星
や
レ

ー
ダ
ー
の
性
能
が
向
上
し
、
観
測
精
度
は
上
が
っ

た
が
、
い
つ
ど
こ
で
発
生
す
る
か
予
測
は
困
難
だ

と
い
う
▼
地
震
や
噴
火
な
ど
の
災
害
も
同
様
だ
。

技
術
の
進
歩
や
研
究
者
ら
に
よ
る
不
断
の
努
力
が

な
さ
れ
て
い
る
が
、
未
だ
人
の
手
で
自
然
を
完
全

に
予
測
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
災
害
大
国
日
本

に
あ
っ
て
は
、
私
た
ち
一
人
一
人
が
普
段
か
ら
災

害
に
備
え
る
こ
と
が
重
要
に
な
る
▼
同
時
に
、
災

害
時
に
ふ
れ
る
情
報
に
も
心
構
え
が
必
要
だ
。
関

東
大
震
災
で
は
、
広
が
っ
た
デ
マ
に
よ
り
多
く
の

人
が
犠
牲
に
な
っ
た
。
東
日
本
大
震
災
や
平
成
28

年
の
熊
本
地
震
で
も
さ
ま
ざ
ま
な
虚
言
が
流
布

し
、
情
報
に
接
し
た
人
の
多
く
が
信
じ
た
と
い
う

▼
誰
も
が
S
N
S
で
情
報
を
気
軽
に
発
信
で
き

る
時
代
に
な
っ
た
今
こ
そ
、
過
去
の
教
訓
か
ら
学

び
、
備
え
る
機
会
を
大
事
に
し
た
い
。

　

９
月
１
日
は
「
防
災
の
日
」。
小
学
校
な
ど
で

こ
の
日
に
避
難
訓
練
を
行
っ
た
経
験
が
あ
る
方
も

多
い
の
で
は
な
い
か
。
こ
の
防
災
に
関
す
る
啓
発

日
は
、
大
正
12
（
1
9
2
3
）
年
９
月
１
日
に
発

生
し
た
関
東
大
震
災
に
ち
な
み
、
昭
和
35
年
に
制

定
さ
れ
た
▼
同
震
災
発
生
か
ら
99
年
。
毎
年
の
よ

う
に
日
本
は
大
規
模
災
害
に
襲
わ
れ
て
い
る
。
規

模
、
被
害
が
甚
大
で
国
が
復
興
に
あ
た
り
特
別
の

財
政
援
助
や
助
成
を
行
う
「
激
甚
災
害
」
へ
の
指

定
は
、
東
日
本
大
震
災
か
ら
数
え
て
も
20
件
を
超

え
る
。
今
夏
に
各
地
を
襲
っ
た
大
雨
に
よ
る
災
害

も
対
象
と
さ
れ
た
▼
「
線
状
降
水
帯
」
な
ど
の
言

氣
多
の
宮

　

蔀
シ
ト
ミ
に
ひ
ゞ
く　

海
の
音
。

　
　

耳
を
す
ま
せ
ば
、

　
　
　

聽
く
べ
か
り
け
り

 

（「
春
の
こ
と
ぶ
れ
」
）

 

釈　

迢
空

「
氣
多
は
ふ
り
の
家
」

　

優
れ
た
指
導
者
の
条
件
と
は
何

か
。
ス
ポ
ー
ツ
の
世
界
で
は
優
れ
た

指
導
者
に
よ
っ
て
選
手
や
チ
ー
ム
に

変
革
が
起
き
、
強
豪
と
な
る
ケ
ー
ス

も
多
い
。

　

「
メ
ジ
ャ
ー
（
大
リ
ー
グ
）
の
監

督
は
高
い
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
力
が
求
め

ら
れ
る
。
国
籍
や
文
化
な
ど
多
様
な

バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ
ン
ド
が
あ
る
選
手
た

ち
で
構
成
さ
れ
る
チ
ー
ム
を
ま
と
め

上
げ
る
手
腕
も
必
要
に
な
る
」。
こ

う
語
る
の
は
国
学
院
大
学
の
卒
業
生

（
院
友
）
で
、
サ
ン
ケ
イ
ス
ポ
ー
ツ

営
業
局
長
の
田
代
学
さ
ん
（
平
３
卒

・
99
期
法
）
だ
。
田
代
さ
ん
は
平
成

13
（
2
0
0
1
）
年
か
ら
13
年
間
、

米
大
リ
ー
グ
の
担
当
キ
ャ
ッ
プ
と
し

て
歴
代
の
名
監
督
を
取
材
し
て
き

た
。
日
本
の
記
者
で
は
初
め
て
全
米

野
球
記
者
協
会
（
B
B
W
A
A
）
の

理
事
も
務
め
た
。　

　

田
代
さ
ん
は
記
者
に
な
り
大
リ
ー

グ
を
取
材
し
た
い
と
い
う
夢
を
持

ち
、
平
成
３
（
1
9
9
1
）
年
に
サ

ン
ケ
イ
ス
ポ
ー
ツ
に
入
社
。
東
京
本

社
で
プ
ロ
野
球
担
当
を
務
め
た
後

に
、
米
国
留
学
を
経
て
大
リ
ー
グ
担

当
キ
ャ
ッ
プ
に
な
っ
た
。

　

田
代
さ
ん
が
大
リ
ー
グ
取
材
で
驚

い
た
の
が
、
選
手
と
監
督
の
距
離
の

近
さ
だ
。
当
時
の
日
本
の
球
界
で
は

選
手
は
監
督
に
質
問
で
き
な
い
雰
囲

気
だ
っ
た
。
だ
が
、
メ
ジ
ャ
ー
で
は

監
督
室
の
ド
ア
が
開
い
て
い
れ
ば
入

っ
て
い
い
と
い
う
サ
イ
ン
で
、
選
手

は
自
分
が
起
用
さ
れ
な
い
理
由
な
ど

采
配
に
関
す
る
こ
と
を
含
め
て
何
で

も
聞
い
て
よ
か
っ
た
。
ま
た
、
メ
ジ

ャ
ー
の
監
督
は
個
々
の
選
手
に
合
わ

せ
て
指
導
の
ア
プ
ロ
ー
チ
を
細
か
く

変
え
て
い
た
こ
と
も
印
象
的
だ
っ
た

と
い
う
。
ス
ポ
ー
ツ
の
指
導
者
だ
け

で
は
な
く
、
ビ
ジ
ネ
ス
リ
ー
ダ
ー
に

と
っ
て
も
大
事
な
ポ
イ
ン
ト
と
言
え

そ
う
だ
。

　

中
面
で
は
田
代
さ
ん
に
日
米
指
導

者
の
役
割
の
違
い
、
ビ
ジ
ネ
ス
の
場

で
も
共
通
す
る
指
導
者
像
に
つ
い
て

詳
し
く
聞
い
た
。

　

国
学
院
大
学
は
渋
谷
・
た
ま
プ
ラ
ー
ザ

両
キ
ャ
ン
パ
ス
で
８
月
６
、
７
日
と
27
日

に
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
を
開
催
し
、
約

１
万
人
の
受
験
生
ら
が
参
加
し
た
。

　

今
年
度
は
３
日
間
と
も
事
前
予
約
制
と

し
、多
く
の
企
画
が
予
約
締
切
日
前
に
満

席
と
な
っ
た
。当
日
は
、在
学
生
と
教
職
員

に
よ
る
相
談
ブ
ー
ス
や
学
内
施
設
を
巡
る

キ
ャ
ン
パ
ス
ツ
ア
ー
な
ど
が
行
わ
れ
た
。

た
ま
プ
ラ
ー
ザ
キ
ャ
ン
パ
ス
で
は
４
月
に

開
設
し
た
観
光
ま
ち
づ
く
り
学
部
の
説
明

会
も
行
わ
れ
、27
日
は
梅
川
智
也
同
学
部

教
授
が
文
理
融
合
を
掲
げ
る
教
育
内
容
や

入
試
制
度
を
説
明
し
、受
験
生
が
熱
心
に

メ
モ
を
取
る
様
子
が
見
受
け
ら
れ
た
。

　

各
学
部
学
科
の
概
要
や
入
試
制
度
の
説

明
、
模
擬
授
業
な
ど
は
オ
ン
ラ
イ
ン
コ
ン

テ
ン
ツ
と
し
て
動
画
が
用
意
さ
れ
、
本
学

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
い
つ
で
も
閲
覧
で
き
る

よ
う
公
開
さ
れ
て
い
る
。

４
・
５
面
に
関
連
記
事

指
導
者

資
質

の

院
友
・
産
経
新
聞
社
サ
ン
ケ
イ
ス
ポ
ー
ツ
営
業
局
長 

田
代
学
さ
ん
に
聞
く

メ
ジ
ャ
ー
リ
ー
グ
か
ら
学
ぶ

「
令
和
四
年
七
月
十
四
日
か
ら
同
月
二
十
日
ま
で
の
間
の

豪
雨
に
よ
る
災
害
」な
ど
で
被
災
さ
れ
た
皆
さ
ま
へ

　

「
令
和
四
年
年
七
月
十
四
日
か
ら
同
月
二
十

日
ま
で
の
間
の
豪
雨
に
よ
る
災
害
」
な
ど
に
よ

り
被
災
さ
れ
た
皆
さ
ま
に
、
衷
心
よ
り
お
見
舞

い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

本
学
学
生
の
ご
家
族
を
は
じ
め
、
卒
業
生
、

関
係
者
の
皆
さ
ま
、
罹
災
者
の
方
々
の
生
活
が

一
日
も
早
く
平
常
に
復
す
る
よ
う
、
本
学
と
し

て
も
で
き
る
限
り
の
支
援
を
行
う
所
存
で
す
。

 

令
和
４
年
９
月
20
日　

国
学
院
大
学
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地
域
に
飛
び
出
し

 

特
色
や
課
題
を
学
ぶ

観
光
ま
ち
づ
く
り
学
部 
基
礎
ゼ
ミ
始
ま
る

　

大
正
12
（
１
９
２
３
）
年
９
月
１
日
午
前

11
時
58
分
、
神
奈
川
県
を
震
源
と
す
る
マ
グ

ニ
チ
ュ
ー
ド
７
・
９
の
地
震
が
発
生
、
南
関

東
一
帯
は
激
し
い
揺
れ
に
襲
わ
れ
た
ほ
か
、

東
京
市
の
東
部
や
横
浜
市
は
大
火
災
に
よ
っ

て
焼
け
野
原
と
な
っ
た
。
現
在
、「
関
東
大

震
災
」
と
呼
ば
れ
る
こ
の
災
害
で
は
、
推
計

で
約
10
万
５
千
人
が
犠
牲
に
な
る
な
ど
、
日

本
史
上
、
最
も
大
き
な
被
害
を
出
し
た
。
後

に
国
文
学
者
と
し
て
大
成
し
、
本
学
の
学
長

を
務
め
る
佐
藤
謙
三
も
神
奈
川
県
橘
樹
郡
保

土
ケ
谷
町
（
現
・
横
浜
市
保
土
ケ
谷
区
）
の

自
宅
で
被
災
し
て
い
る
。
謙
三
は
そ
の
時
の

様
子
を
日
記
や
体
験
記
に
認
め
て
お
り
、
被

災
地
と
な
っ
た
横
浜
の
状
況
も
窺
え
る
。

　

当
時
、
12
歳
で
県
立
横
浜
第
二
中
学
校

（
現
・
横
浜
翠
嵐
高
等
学
校
）
の
１
年
生
だ

っ
た
謙
三
は
、
弟
・
敬
介
と
と
も
に
地
震
に

遭
遇
、
体
験
記
に
「
こ
の
日
は
、
僕
の
一
生

忘
れ
な
い
日
だ
。
古
今
未
当
と
言
っ
て
も
よ

い
大
地
震
は
こ
の
日
に
起
っ
た
の
だ
」
と
そ

の
衝
撃
を
記
し
て
い
る
。
強
い
揺
れ
を
感
じ

た
謙
三
が
屋
外
に
逃
れ
る
と
、
周
辺
の
家
屋

は
倒
潰
し
、
濛も

う

々も
う

と
砂
煙
を
上
げ
て
い
た
。

そ
の
後
、
弟
と
と
も
に
近
く
の
野
原
に
避
難

し
た
謙
三
は
、
そ
こ
か
ら
北
東
方
面
に
位
置

す
る
横
浜
駅
周
辺
で
黒
煙
が
入
道
雲
の
よ
う

に
上
が
っ
て
い
く
の
を
目
撃
、「
地
震
に
火

事
は
つ
き
も
の
だ
と
言
ふ
が
こ
う
も
早
く
大

き
な
火
事
に
な
る
も
の
か
と
天
災
の
恐
ろ
し

い
事
を
身
に
し
み
て
お
ぼ
え
た
」
と
述
べ
て

い
る
。
昼
食
時
だ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
横
浜

で
は
同
時
多
発
的
な
火
災
が
発
生
、
強
風
に

煽
ら
れ
て
急
速
に
燃
え
広
が
っ
て
い
っ
た
。

安
政
６
（
１
８
５
９
）
年
の
開
港
以
来
、
発

展
を
続
け
て
き
た
横
浜
の
街
は
猛
火
に
焼
き

払
わ
れ
て
い
く
。

　

午
後
２
時
頃
、
伊
勢
佐
木
町
に
行
っ
て
い

た
母
・
と
し
が
帰
宅
、
同
11
時
頃
に
は
父
・

謙
二
郎
も
東
京
の
大
井
町
か
ら
徒
歩
で
帰
宅

し
た
。
こ
の
間
、
東
の
夜
空
は
炎
に
照
ら
さ

れ
て
真
っ
赤
に
な
っ
て
お
り
、
保
土
ケ
谷
で

も
各
所
で
火
災
が
発
生
、
ま
た
、
余
震
も
続

き
、
人
々
は
不
安
を
募
ら
せ
て
い
た
。
さ
ら

に
翌
２
日
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
流
言
飛
語
が

広
ま
り
、
真
っ
暗
に
な
る
夜
に
か
け
て
人
々

の
混
乱
は
拡
大
し
て
い
っ
た
。
謙
三
は
そ
の

様
子
を
「
何
だ
か
戦
争
の
よ
う
な
さ
わ
ぎ

だ
」
と
記
録
し
て
お
り
、
鉄
の
棒
を
片
手
に

一
夜
を
明
か
し
た
と
い
う
。
以
後
、
被
災
地

の
混
乱
は
時
間
の
経
過
と
と
も
に
鎮
静
化
、

謙
三
も
７
日
の
日
記
に
「
だ
ん
だ
ん
、
世
の

中
が
お
ち
つ
い
て
き
た
が
、
夜
の
番
が
ま
だ

大
変
だ
」
と
記
し
て
い
る
。

　

全
国
か
ら
応
援
が
駆
け
つ
け
る
な
か
、
横

浜
の
復
旧
も
進
ん
で
い
っ
た
。
９
月
末
、
謙

三
は
「
さ
い
わ
い
家
は
、
無
事
だ
っ
た
が
、

我
が
市
は
、
ほ
と
ん
ど
全
滅
に
な
っ
た
」
と

し
た
上
で
、「
今
月
は
、
何
も
か
も
目
茶
目

茶
に
な
っ
た
。
世
の
中
も
、
一
変
す
る
事
だ

ら
う
、
記
念
す
べ
し
。
永
久
に
、
大
正
十
二

年
九
月
一
日
を
」
と
、
一
カ
月
間
の
感
想
を

日
記
に
記
し
て
い
る
。
大
火
災
の
発
生
と
被

災
地
の
混
乱
、
関
東
大
震
災
の
経
験
は
謙
三

に
と
っ
て
生
涯
忘
れ
ら
れ
な
い
出
来
事
に
な

っ
た
と
推
察
で
き
る
。

　
横
浜
都
市
発
展
記
念
館
調
査
研
究
員
・

 

文
学
部
史
学
科
兼
任
講
師
　
吉
田
律
人

国
文
学
者
・
佐
藤
謙
三
の
関
東
大
震
災

 

　 

少
年
時
代
の
記
録
か
ら 

　

関東大震災を記した『佐藤謙三日記』
1923（大正12）年（脇屋まり氏蔵）

佐藤謙三とその家族。1927（昭
和２）年ごろ（脇屋まり氏蔵）

第

回
45

学校法人国学院大学と
横浜ビー・コルセアーズ
連携協定を締結

　学校法人国学院大学（理事長：佐栁正三＝
写真左）と株式会社横浜ビー・コルセアー
ズ（代表取締役：白井英介＝同右）は7月20
日、人材育成や地域への社会貢献などを目的
とした連携、協力を行うことに合意し、協定
を締結した。同社は国内男子プロバスケット
ボールリーグ（B.LEAGUE）に所属する横浜
ビー・コルセアーズを運営している。
　この協定は、横浜市を中心とした地域での
教育支援に関する一層の充実を図るととも
に、その成果の普及や促進を通じた社会貢献
に寄与することが目的。今後は大学施設を利
用した運動指導やスポーツ環境の提供などを
はじめ、さまざまな分野での連携、協力が進
められる予定。

観光まちづくり学部
鳥羽市と連携協定を締結

　国学院大学（学長：針本正行＝写真右）と
三重県鳥羽市（市長：中村欣一郎＝同左）は
７月19日、本学が持つ知的財産や人材、技
能などと鳥羽市の観光まちづくりに関する知
識や経験を生かし相互に連携、協力すること
に合意し、基本協定を締結した。
　今後は観光まちづくり分野での連携、協力
を通じ、同市の地域活性化や経済、産業の振
興を図り、地域社会の発展や人材育成などを
目指し取り組みが進められる予定。

萬葉の花の会 ３年ぶり開催
日本最古の和歌集を学ぶ

　日本最古の和歌集である『萬葉集』を通じ
て日本の文化や自然への理解を深める「萬葉
の花の会」が９月５日、たまプラーザキャン
パスで開催され、100人超が参加した。
　28回目となる今回は、同会会長を務める
辰巳正明名誉教授、上野誠文学部教授（特別
専任）、渡邉卓研究開発推進機構准教授の３
人が講演を行い、萬葉歌の解釈や萬葉集にち
なんだ観光などの楽しみ方について講演し、
参加者は熱心に耳を傾けていた＝写真。

の
制
度
や
ま
ち
並
み
の
保
全
、
活

用
に
つ
い
て
国
内
や
海
外
の
事
例

を
示
し
て
解
説
。
今
回
の
学
習
で

「
文
化
的
な
価
値
が
あ
る
蔵
・
建

物
を
ど
の
よ
う
に
利
活
用
し
て
い

る
の
か
」
が
ポ
イ
ン
ト
と
し
「
魅

力
だ
け
で
な
く
課
題
も
一
人
の
観

光
者
と
し
て
見
て
も
ら
え
れ
ば
」

と
話
し
た
。

　

江
戸
時
代
に
宿
場
町
や
舟
運
で

栄
え
た
栃
木
市
内
に
は
当
時
を
彷ほ

う

彿ふ
つ

と
さ
せ
る
景
観
が
残
っ
て
い

る
。
学
生
は
巴う

ず
ま波
川
沿
い
の
蔵
や

歴
史
的
建
物
が
建
ち
並
ぶ
地
域
で

資
料
館
な
ど
を
見
学
し
た
。
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
か
ら
、
地
域
の

歴
史
に
加
え
て
、
景
観
保
全
に
関

す
る
制
度
や
財
政
の
実
状
な
ど
に

つ
い
て
説
明
を
受
け
た
。

　

重
伝
建
地
区
の
嘉
右
衛
門
町
で

は
地
元
で
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る

遠
藤
翼
さ
ん
や
地
域
の
商
店
主
ら

か
ら
見
世
蔵
、
木
造
店
舗
、
土
蔵

の
利
活
用
や
地
域
が
抱
え
る
課
題

な
ど
を
聞
き
取
っ
た
。

　

視
察
を
終
え
た
学
生
か
ら
は

「
観
光
す
る
だ
け
で
は
わ
か
ら
な

い
こ
と
を
聞
け
て
貴
重
な
機
会
だ

っ
た
」「
蔵
の
活
用
法
が
い
ろ
い

ろ
あ
っ
て
、
自
身
で
も
ア
イ
デ
ア

が
湧
い
た
」
な
ど
の
感
想
が
聞
か

れ
た
。

　

視
察
を
終
え
た
学
生
は
、
９
月

に
た
ま
プ
ラ
ー
ザ
キ
ャ
ン
パ
ス
で

事
後
学
習
を
行
う
予
定
。

　

観
光
ま
ち
づ
く
り
学
部
で
は
、

地
域
の
特
色
や
課
題
を
把
握
し
分

析
す
る
「
基
礎
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
（
基

礎
ゼ
ミ
）
Ａ
」
が
始
ま
っ
た
。
19

人
の
学
部
教
員
が
担
当
す
る
基
礎

ゼ
ミ
Ａ
で
は
、
学
内
で
の
授
業
の

ほ
か
、
学
外
実
習
や
自
主
的
な
現

地
調
査
を
交
え
て
授
業
が
進
め
ら

れ
る
。
授
業
の
テ
ー
マ
や
実
施
時

期
、
訪
問
先
は
担
当
教
員
に
よ
っ

て
異
な
り
、
都
内
や
た
ま
プ
ラ
ー

ザ
キ
ャ
ン
パ
ス
周
辺
を
は
じ
め
、

岩
手
県
陸
前
高
田
市
や
神
奈
川
県

鎌
倉
市
な
ど
で
も
宿
泊
や
日
帰
り

で
の
学
外
実
習
が
行
わ
れ
る
。

　

「
栃
木
市
『
栃
木
宿
』
の
歴
史

的
町
並
み
と
地
域
観
光
資
源
調

査
」
が
テ
ー
マ
の
ク
ラ
ス
（
担
当

・
石
本
東
生
教
授
）
で
は
夏
期
休

暇
期
間
を
活
用
し
８
月
11
、
12
日

に
、
約
30
人
の
学
生
が
２
グ
ル
ー

プ
に
分
か
れ
て
、
重
要
伝
統
的
建

造
物
群
保
存
地
区
（
重
伝
建
地

区
）
に
選
定
さ
れ
て
い
る
市
内
の

嘉
右
衛
門
町
な
ど
を
視
察
し
た
。

　

視
察
を
前
に
行
わ
れ
た
事
前
学

習
で
石
本
教
授
は
、
重
伝
建
地
区

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
の
説
明
に
聞
き
入
る
学
生
た
ち
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環
境
問
題
テ
ー
マ
に
招
聘
研
究
員
が
講
演

人
文
学
の
重
要
性
も
訴
え
る

学部４年生へ就職支援
外部企業と協力し求人フェア

　就職活動中の学部４年生に向けた第１回
「求人フェア」が８月３日、渋谷キャンパス
で開催され約90人の学生が参加した。
　当日は、ハローワークや大手人材紹介企業
の協力を受け、求人情報コーナーや相談ブー
スを開設した。学生たちは、キャリアサポー
ト課の職員からアドバイスを受けつつ求人情
報を確認＝写真。興味を持った企業の特徴や
事業内容などの詳細を確認しながら自身の就
職活動について相談ブースでアドバイスを受
け、真剣な面持ちで耳を傾けていた。
　キャリアサポート課では11月にも４年生
に向け求人フェアやＷＥＢでの合同企業説明
会などを開催する予定。同課の担当者は「今
後はスピード重視の採用になる。就活継続中
の４年生は相談に来て欲しい」と話した。

渋谷区４大学
合同で職員研修を実施

　渋谷区に所在する国学院大学、青山学院大
学、実践女子大学、聖心女子大学の４大学が
８月25日、合同でスタッフ・デベロップメ
ント（ＳＤ）研修を行い約30人が参加した。
　この研修は、連携・協力に関する包括協定
を結ぶ４大学が各大学職員の研さんと交流を
目的に平成29年から実施。今回は学生支援
や研究支援などの実務担当職員が集い、講演
での知識習得や担当業務別のグループワー
ク、情報共有が行われた＝写真。

ホームカミングデー
第１弾をオンライン開催

　本学卒業生（院友）やその家族らが学び舎
に戻るイベント「ホームカミングデー」の今
年度第１弾企画が７月30日、オンラインで
開催された。
　当日は、職員３人が渋谷駅からキャンパス
まで明治通り沿いを散策する様子を配信＝写
真。学生時代に利用した飲食店や変化した街
並みなどを当時のエピソードを交えつつ紹介
した。視聴していた院友からは在学時を懐か
しむコメントなどが寄せられた。

社会に開かれた教育課程へ
理解深める

人間開発学部 オンラインフォーラム

　

国
学
院
大
学
人
間
開
発
学
部
教
育

実
践
総
合
セ
ン
タ
ー
が
主
催
す
る
第

13
回
夏
季
教
育
講
座
「
国
学
院
大
学

教
育
実
践
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
が
７
月
31

日
、
オ
ン
ラ
イ
ン
形
式
で
開
催
さ

れ
、
全
国
各
地
か
ら
６
０
０
人
を
超

え
る
教
育
関
係
者
が
参
加
し
た
。

　

今
回
は
３
年
間
の
継
続
テ
ー
マ
で

あ
る
「
新
し
い
教
育
課
程
の
基
準
と

こ
れ
か
ら
の
教
育
・
保
育
」
の
最
終

年
で
あ
り
、「
社
会
に
開
か
れ
た
教

育
課
程
」
を
掲
げ
た
。

　

は
じ
め
に
成
田
信
子
学
部
長
が

「
本
学
部
は
子
ど
も
た
ち
だ
け
で
は

な
く
、
教
員
や
周
囲
の
方
の
可
能
性

と
能
力
の
発
揮
に
も
取
り
組
ん
で
い

る
。
本
年
は
学
校
と
社
会
の
繫
が
り

を
強
く
意
識
し
、
こ
れ
か
ら
の
時
代

を
生
き
る
子
ど
も
た
ち
へ
の
教
育
の

在
り
方
を
、
各
学
校
の
先
生
、
研
究

者
を
は
じ
め
参
加
者
の
み
な
さ
ん
と

考
え
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
。

　

続
い
て
、
田
村
学
教
授
が
「
社

会
に
開
か
れ
た
教
育
課
程
」
を
テ

ー
マ
に
基
調
講
演
を
行
っ
た
。
田

村
教
授
は
「
国
が
提
唱
す
る
Ｓ
ｏ
ｃ

ｉ
ｅ
ｔ
ｙ
５
・
０
と
い
う
社
会
の
在

り
方
を
ど
う
イ
メ
ー
ジ
し
、
教
育
を

実
践
す
る
か
が
学
校
に
は
求
め
ら
れ

て
い
る
」
と
語
り
、
社
会
に
開
か
れ

た
教
育
課
程
に
つ
い
て
は
「
明
確
」

「
共
有
」「
連
携
」
と
３
つ
の
キ
ー

ワ
ー
ド
を
挙
げ
た
。
社
会
で
活
用
で

き
る
資
質
・
能
力
を
明
確
化
す
る
こ

と
で
、
社
会
と
共
有
す
る
こ
と
が
で

き
る
と
し
、「
資
質
・
能
力
を
い
か

に
明
確
に
規
定
す
る
か
が
重
要
な
ポ

イ
ン
ト
だ
。
明
確
に
規
定
す
る
こ
と

で
、
資
質
・
能
力
の
育
成
に
向
け
社

会
と
具
体
的
に
共
有
、
連
携
し
、
実

現
へ
取
り
組
む
こ
と
が
可
能
に
な

る
」
と
解
説
し
た
。
さ
ら
に
各
学
校

で
取
り
組
み
が
進
む
『
主
体
的
・
対

話
的
で
深
い
学
び
』
に
つ
い
て
も
解

説
。
一
つ
一
つ
の
知
識
を
粒
に
例

え
、「
生
徒
自
身
が
主
体
的
に
課
題

を
解
決
し
、
知
識
と
い
う
粒
を
得

る
。
得
た
粒
を
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

な
ど
他
者
と
の
対
話
を
通
じ
活
用
・

発
揮
す
る
こ
と
で
、
個
別
の
粒
（
知

識
）
同
士
が
繫
が
り
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
化
さ
れ
て
い
く
」
と
し
、
繫
が
り

精
緻
化
さ
れ
た
知
識
は
さ
ま
ざ
ま
な

状
況
に
活
用
で
き
る
と
語
っ
た
。
そ

し
て
、『
主
体
的
・
対
話
的
で
深
い

学
び
』
に
は
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
や
Ｉ

Ｃ
Ｔ
、
オ
ン
ラ
イ
ン
の
活
用
が
学
び

に
新
た
な
可
能
性
を
生
む
と
語
り
、

学
び
の
中
核
と
な
る
学
校
で
、
教
師

の
授
業
力
と
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
編
成
力

が
発
揮
さ
れ
、
豊
か
な
学
び
が
展
開

さ
れ
る
こ
と
を
願
う
と
述
べ
講
演
を

締
め
く
く
っ
た
。

　

そ
の
後
は
、
国
語
や
音
楽
・
地
域

連
携
、
道
徳
、
特
別
支
援
教
育
な
ど

の
８
分
科
会
が
開
催
さ
れ
た
。
全
国

各
地
で
の
先
進
的
な
事
例
紹
介
な
ど

を
交
え
つ
つ
、
各
教
科
で
の
「
開
か

れ
た
教
育
課
程
」
の
在
り
方
に
つ
い

て
参
加
者
は
実
践
的
な
教
育
へ
の
学

び
を
深
め
た
。

開
会
の
あ
い
さ
つ
を
述
べ
る
成
田
学
部
長

知識同士が繫がる重要性を訴えた田村教授

　

国
学
院
大
学
国
際
招
聘
研
究
員
と
し

て
来
日
し
た
ル
エ
グ
・
ヨ
ナ
ス
氏
に
よ

る
学
部
生
対
象
の
講
演
会
が
７
月
14

日
、
渋
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
で
開
催
さ
れ

た
。
テ
ー
マ
は
「
地
球
温
暖
化
は
過
去

の
歴
史
を
変
え
る
力
が
あ
る
の
か
？
」

で
、
研
究
協
力
者
の
杉
山
里
枝
経
済
学

部
教
授
を
は
じ
め
学
生
、
教
職
員
ら
約

50
人
が
参
加
し
た
。

　

海
洋
環
境
歴
史
学
が
専
門
の
ル
エ
グ

氏
は
、「
時
間
の
経
過
と
と
も
に
、
環

境
に
対
す
る
認
識
の
基
準
や
過
去
か
ら

得
る
教
訓
は
変
化
す
る
た
め
、
環
境
問

題
を
考
え
る
に
は
俯
瞰
し
た
視
野
を
持

っ
て
考
え
る
こ
と
が
重
要
だ
」
と
切
り

出
し
た
。
続
い
て
、
世
界
人
口
や
エ
ネ

ル
ギ
ー
消
費
量
な
ど
の
社
会
経
済
活
動

指
標
と
、
気
温
や
海
洋
酸
性
化
な
ど
の

地
球
環
境
指
標
と
の
相
関
関
係
を
示

し
つ
つ
、「
大
気
中
の
二
酸
化
炭
素
濃

度
の
推
移
を
1
0
0
0
年
、
１
万
年
と

ス
ケ
ー
ル
を
広
げ
て
み
る
と
、
人
類
の

活
動
と
の
相
関
が
如
実
に
表
れ
る
。
環

境
問
題
が
人
類
の
行
動
の
結
果
な
ら
、

私
た
ち
は
何
を
考
え
る
べ
き
だ
ろ
う

か
」
と
学
生
に
語
り
か
け
た
。
ま
た
、

1
9
5
0
年
代
か
ら
の
世
界
的
な
高
度

経
済
成
長
に
も
触
れ
、「
地
球
環
境
が

劇
的
に
変
化
し
、
化
石
燃
料
の
使
用
な

ど
で
堆
積
物
も
変
化
し
は
じ
め
た
。
現

在
は
、
新
た
な
地
質
学
の
区
分
『
人
新

世
』
が
提
案
さ
れ
て
い
る
。
生
物
多
様

性
へ
の
影
響
も
大
き
く
、
人
類
の
手
で

地
球
史
上
６
回
目
の
大
量
絶
滅
が
始
ま

っ
た
と
危
惧
す
る
声
も
多
い
」
と
研
究

者
間
で
も
危
機
感
が
高
ま
っ
て
い
る
現

状
を
紹
介
し
た
。

　

そ
の
上
で
、
環
境
問
題
に
つ
い
て

「
地
球
規
模
の
出
来
事
だ
が
、
影
響
を

及
ぼ
す
経
済
活
動
の
状
況
は
国
ご
と
で

異
な
る
。
異
常
気
象
な
ど
に
起
因
す
る

紛
争
や
貧
困
、
災
害
な
ど
の
リ
ス
ク
も

全
人
類
が
平
等
に
負
っ
て
い
る
訳
で
は

な
い
」
と
経
済
的
、
倫
理
的
な
側
面
を

語
っ
た
。
そ
し
て
、「
環
境
問
題
に
は

倫
理
や
政
治
、
経
済
的
な
問
題
な
ど
も

複
雑
に
絡
む
。
数
値
で
事
象
を
捉
え
る

自
然
科
学
だ
け
で
は
解
決
で
き
ず
、
人

間
を
学
問
対
象
と
し
て
き
た
人
文
学
の

存
在
は
必
要
不
可
欠
だ
。
こ
れ
か
ら
は

学
際
的
な
分
野
を
超
え
た
協
力
が
ま
す

ま
す
重
要
に
な
っ
て
く
る
」
と
人
文
学

の
重
要
性
を
訴
え
、
大
学
で
の
学
び
を

大
切
に
し
て
欲
し
い
と
学
生
た
ち
に
エ

ー
ル
を
贈
っ
た
。

　

後
半
は
「
自
然
災
害
か
ら
の
都
市
の

復
興
」
を
テ
ー
マ
に
、
復
興
策
を
検
討

す
る
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
が
行
わ
れ
た
。

ル
エ
グ
氏
は
学
生
と
交
流
し
な
が
ら
各

グ
ル
ー
プ
に
ア
ド
バ
イ
ス
を
送
り
、

「
地
球
環
境
の
変
化
は
も
は
や
ス
ー
パ

ー
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
で
も
予
測
不
能

だ
。
だ
か
ら
こ
そ
、
人
類
の
発
展
と
環

境
問
題
を
考
え
て
い
く
こ
と
が
大
切

だ
」
と
締
め
く
く
っ
た
。
最
後
に
、
９

月
か
ら
チ
ュ
ー
リ
ッ
ヒ
大
学
（
ス
イ

ス
）
で
研
究
者
と
し
て
の
キ
ャ
リ
ア
を

ス
タ
ー
ト
す
る
ル
エ
グ
氏
に
、
会
場
か

ら
は
大
き
な
拍
手
が
贈
ら
れ
た
。

学
生
の
議
論
に
加
わ
る
ル
エ
グ
氏
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ス
ポ
ー
ツ
紙
の
記
者
を
目
指

し
た
き
っ
か
け
は

　

子
ど
も
の
時
か
ら
大
リ
ー
グ
な

ど
米
国
の
ス
ポ
ー
ツ
が
好
き
だ
っ

た
。
初
め
て
留
学
し
た
の
は
大
学

４
年
生
の
時
だ
。
ア
ル
バ
イ
ト
で

貯
め
た
お
金
で
、
１
年
間
休
学
し

て
米
国
ピ
ッ
ツ
バ
ー
グ
（
ペ
ン
シ

ル
ベ
ニ
ア
州
）
の
大
学
に
語
学
留

学
を
し
た
。
ピ
ッ
ツ
バ
ー
グ
は
ス

ポ
ー
ツ
が
盛
ん
な
都
市
で
、
野
球

観
戦
な
ど
に
夢
中
に
な
っ
た
。

　

記
者
に
な
っ
て
大
リ
ー
グ
の
取

材
を
し
た
い
と
い
う
夢
は
ず
っ
と

持
ち
続
け
て
い
た
。
幸
運
に
も
サ

ン
ケ
イ
ス
ポ
ー
ツ
か
ら
内
定
を
も

ら
い
、
平
成
３
（
1
9
9
1
）
年

に
入
社
。
当
時
は
野
茂
英
雄
・
元

投
手
が
大
リ
ー
グ
に
行
く
前
だ
っ

た
が
、
面
接
で
は
大
リ
ー
グ
特
集

の
ア
イ
デ
ア
ば
か
り
話
し
て
い

た
。
今
振
り
返
る
と
、
よ
く
採
用

さ
れ
た
な
と
思
う
。

―
―
記
者
と
し
て
脂
が
の
っ
た
30

歳
で
休
職
し
、
再
び
米
国
に
留

学
。
き
っ
か
け
は

　

英
語
力
不
足
を
痛
感
し
た
出
来

事
が
き
っ
か
け
。
当
時
、
私
は
ヤ

ク
ル
ト
か
ら
読
売
ジ
ャ
イ
ア
ン
ツ

（
巨
人
）
に
移
籍
し
た
ジ
ャ
ッ
ク

・
ハ
ウ
エ
ル
選
手
と
家
族
ぐ
る
み

の
付
き
合
い
を
し
て
親
し
く
し

て
い
た
。
と
こ
ろ
が
あ
る

日
、「
ハ
ウ
エ
ル
選
手
が

巨
人
を
退
団
す
る
」
と
い

う
特
ダ
ネ
を
他
社
に
出
し

抜
か
れ
て
し
ま
っ
た
。

　

実
は
以
前
か
ら
、
ハ
ウ

エ
ル
選
手
は
私
に
退
団
を

決
意
す
る
出
来
事
に
つ
い

て
そ
れ
と
な
く
話
し
、
ヒ

ン
ト
を
教
え
て
く
れ
よ
う

と
し
て
い
た
。
し
か
し
私

の
英
語
力
で
は
微
妙
な
ニ

ュ
ア
ン
ス
が
理
解
で
き
な

か
っ
た
。
こ
の
ス
ク
ー
プ

は
シ
ョ
ッ
ク
だ
っ
た
。

　

こ
れ
が
２
度
目
の
留
学

を
決
め
た
理
由
だ
。
１
年

半
休
職
し
て
妻
と
米
国
の
オ
ハ
イ

オ
大
学
に
自
費
留
学
を
し
た
。
今

振
り
返
る
と
、
こ
の
決
断
が
人
生

に
と
っ
て
非
常
に
大
き
な
タ
ー
ニ

ン
グ
ポ
イ
ン
ト
に
な
っ
た
。

―
―
オ
ハ
イ
オ
大
学
で
の
専
攻

は
。
そ
の
後
の
仕
事
に
ど
う
役
立

っ
て
い
る
か

　

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
を
専
攻
す
る

予
定
だ
っ
た
が
、
入
学
時
に
教
員

か
ら
の
助
言
で
「
イ
ン
タ
ー
パ
ー

ソ
ナ
ル
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

（
対
人
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の

心
理
学
）
」
を
専
攻
し
た
。
こ
の

こ
と
は
、
大
リ
ー
グ
で
取
材
す
る

時
に
と
て
も
役
立
っ
た
。

　

ま
た
、
米
国
で
生
活
し
た
こ
と

で
、
差
別
的
な
扱
い
を
さ
れ
た
時

や
反
論
す
る
時
な
ど
に
は
っ
き
り

主
張
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
日

本
だ
と
な
あ
な
あ
で
進
む
こ
と

も
、
米
国
で
は
イ
エ
ス
と
ノ
ー
を

明
確
に
示
さ
な
い
と
変
わ
ら
な

い
。

　国学院大学卒業生（院友）で、産経新聞社サンケイスポーツ営業局長の田代学さん（平３卒・99期法）は
米大リーグ担当キャップとして13年間、歴代の名監督たちを取材してきた。13年の取材で見えた日米の指導
者の采配やチームマネジメントの違い、印象的なエピソードや女性の登用について田代さんに聞いた。

「
大
リ
ー
グ
を
取
材
し
た
い
」
憧
れ
の
記
者
に

２
度
目
の
留
学
を
決
意
し
た
他
社
の
ス
ク
ー
プ

―
―
入
社
後
は
ど
ん
な
キ
ャ
リ
ア

を
積
ん
だ
か

　

新
聞
記
者
の
振
り
出
し
は
、
地

方
支
局
に
配
属
さ
れ
る
こ
と
が
一

般
的
。
私
は
埼
玉
県
の
浦
和
支
局

に
半
年
ほ
ど
在
籍
し
、
そ
の
後
、

東
京
本
社
で
プ
ロ
野
球
担
当
に
な

っ
た
。
最
初
の
担
当
は
ヤ
ク
ル
ト

ス
ワ
ロ
ー
ズ
で
、「
I
D
野
球
」

で
知
ら
れ
る
故
野
村
克
也
監
督
が

チ
ー
ム
を
率
い
て
い
た
時
だ
っ

た
。

　

初
め
て
ヤ
ク
ル
ト
担
当
に
な
っ

た
平
成
４
（
1
9
9
2
）
年
に
ヤ

ク
ル
ト
が
リ
ー
グ
優
勝
、
５
年
に

は
日
本
一
に
な
っ
た
。
連
日
、
サ

ン
ス
ポ
の
紙
面
の
2
・
3
ペ
ー
ジ

を
ヤ
ク
ル
ト
に
関
す
る
記
事
で
作

っ
て
い
た
。
新
人
だ
っ
た
の
で
な

か
な
か
う
ま
く
書
け
な
か
っ
た
の

だ
が
、
め
っ
た
に
な
い
経
験
が
で

き
て
本
当
に
恵
ま
れ
て
い
た
と
思

う
。

ワールドシリーズ公式記録員としての一コマ
サンケイスポーツ提供

指
導
者

資
質

の

だ
け
が

名
選
手

に
あ
ら
ず

名
監
督

院
友
・
産
経
新
聞
社
サ
ン
ケ
イ
ス
ポ
ー
ツ
営
業
局
長 

田
代
学
さ
ん
に
聞
く

メ
ジ
ャ
ー
リ
ー
グ
か
ら
学
ぶ
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ド
ア
が
開
い
て
い
れ
ば
、
采
配
へ
の
疑
問
も
聞
け
る

「
多
国
籍
軍
」
の
メ
ジ
ャ
ー
で
は
傾
聴
が
大
切

メ
ジ
ャ
ー
で
進
む
女
性
起
用 

デ
ー
タ
や
動
画
解
析
で
助
言

―
―
日
本
で
は
選
手
時
代
に
実
績

を
残
し
た
人
が
監
督
に
就
任
す
る

傾
向
が
強
い
よ
う
に
思
う
が
米
国

で
は
ど
う
か

　

日
本
の
球
界
も
変
わ
っ
て
き
て

は
い
る
が
、
選
手
と
し
て
の
実
績

が
重
視
さ
れ
、
ス
タ
ー
選
手
が
監

督
に
就
く
傾
向
は
変
わ
っ
て
い
な

い
。

　

一
方
、
米
国
で
は
メ
ジ
ャ
ー

リ
ー
ガ
ー
に
な
れ
な
か
っ
た
選

手
も
野
球
技
術
の
知
見
が
あ
れ

ば
監
督
に
な
っ
て
い
る
。
ロ
サ
ン

ゼ
ル
ス
・
エ
ン
ゼ
ル
ス
の
元
監

督
（
2
0
2
0
〜
22
年
）、
ジ
ョ

ー
・
マ
ド
ン
氏
は
メ
ジ
ャ
ー
リ

ー
ガ
ー
と
し
て
の
経
験
は
な
い

の
だ
が
、
マ
イ
ナ
ー
リ
ー
グ
で

コ
ー
チ
と
し
て
実
績
を
積
み
、

タ
ン
パ
ベ
イ
・
レ
イ
ズ
監
督
時

代
（
2
0
0
6
〜
14
年
）
は
ア

メ
リ
カ
ン
・
リ
ー
グ
優
勝
に
導

き
、
シ
カ
ゴ
・
カ
ブ
ス
監
督
時
代

（
2
0
1
5
〜
19
年
）
に
は
世
界

―
―
平
成
12
（
2
0
0
0
）
年
の

シ
ド
ニ
ー
五
輪
取
材
を
経
て
、
13

年
に
大
リ
ー
グ
担
当
記
者
と
し
て

渡
米
。
以
来
、
名
だ
た
る
指
導
者

を
取
材
し
て
い
る
が
、
日
米
で
大

き
く
違
う
点
は
何
か

　

一
番
驚
い
た
の
が
、
監
督
が
選

手
の
目
線
に
立
つ
こ
と
。
今
は
変

わ
っ
て
き
て
い
る
が
、
当
時
の
日

本
の
球
界
で
は
、
選
手
は
監
督
に

質
問
で
き
な
い
雰
囲
気
だ
っ
た
。

メ
ジ
ャ
ー
で
は
監
督
室
の
ド
ア
が

開
い
て
い
れ
ば
入
っ
て
い
い
と
い

う
サ
イ
ン
だ
。
選
手
は
最
近
自
分

が
起
用
さ
れ
な
い
理
由
や
、
前
日

の
試
合
で
監
督
が
出
し
た
サ
イ
ン

の
理
由
な
ど
采
配
に
関
す
る
こ
と

も
含
め
て
何
で
も
聞
い
て
も
よ
い
。

　

野
球
の
監
督
は
英
語
で
「
Ｍ
ａ

ｎ
ａ
ｇ
ｅ
ｒ
：
マ
ネ
ジ
ャ
ー
」
だ

―
―
日
米
で
は
監
督
像
が
か
な
り

違
う
と
い
う
こ
と
が
わ
か
る
。
大

リ
ー
グ
で
の
取
材
で
印
象
的
な
エ

ピ
ソ
ー
ド
は

　

有
名
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
だ
が
、
松

井
秀
喜
選
手
（
平
成
25
年
限
り
で

引
退
）
が
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
ヤ
ン

キ
ー
ス
に
移
籍
し
た
１
年
目
に
、

当
時
の
ジ
ョ
ー
・
ト
ー
リ
監
督
か

ら
休
養
日
を
告
げ
ら
れ
た
こ
と
が

あ
っ
た
。

　

大
リ
ー
グ
で
は
定
期
的
に
休
養

日
を
与
え
ら
れ
る
上
に
、
日
本
で

は
監
督
の
起
用
法
に
従
う
の
が
当

た
り
前
の
時
代
。
ワ
ー
ル
ド
シ
リ

ー
ズ
制
覇
に
４
度
導
い
た
名
将
か

ら
の
指
示
を
一
度
は
受
け
入
れ
た

松
井
選
手
だ
っ
た
が
、
実
は
巨
人

時
代
か
ら
連
続
試
合
出
場
記
録
を

継
続
中
だ
っ
た
。

　

松
井
選
手
は
周
囲
の
助
言
も
あ

り
、
連
続
試
合
出
場
に
こ
だ
わ
っ

て
き
た
理
由
な
ど
を
説
明
。
ト
ー

リ
監
督
は
「
そ
れ
は
素
晴
ら
し
い

記
録
だ
、
休
ま
な
く
て
い
い
」
と

方
針
を
撤
回
し
て
、
先
発
出
場
さ

せ
た
。
日
本
で
の
感
覚
も
あ
り
、

当
初
は
松
井
選
手
も
記
録
を
諦
め

た
が
、
し
っ
か
り
話
し
合
っ
た
こ

と
で
ト
ー
リ
監
督
に
記
録
の
重
要

性
を
理
解
し
て
も
ら
え
た
。
大
リ

ー
グ
で
は
日
本
人
選
手
も
遠
慮
せ

ず
に
主
張
す
る
必
要
性
を
感
じ

た
。

　

対
話
を
重
ね
、
周
囲
の
理
解
を

得
な
が
ら
物
事
を
進
め
る
こ
と

は
、
ビ
ジ
ネ
ス
の
場
面
で
も
大
切

な
こ
と
だ
。
世
界
中
か
ら
優
秀
な

選
手
が
集
ま
り
「
多
国
籍
軍
」
で

あ
る
大
リ
ー
グ
は
、
優
れ
た
指
導

者
ほ
ど
周
囲
や
部
下
の
話
に
耳
を

傾
け
て
い
る
。

―
―
日
本
の
記
者
と
し
て
初

め
て
全
米
野
球
記
者
協
会

（
B
B
W
A
A
）
の
理
事
や
、
ワ

ー
ル
ド
シ
リ
ー
ズ
の
公
式
記
録
員

を
務
め
た
。
ど
ん
な
点
が
評
価
さ

れ
た
と
考
え
て
い
る
か

　

米
国
で
は
一
番
大
事
な
の
は
会

社
の
名
刺
よ
り
も
個
人
の
信
用

だ
。
当
時
の
大
リ
ー
グ
に
は
プ
ロ

野
球
担
当
時
代
か
ら
付
き
合
い
が

あ
っ
た
選
手
も
多
く
、
取
材
環
境

に
は
恵
ま
れ
て
い
た
。

　

た
だ
、
私
は
日
本
人
選
手
だ
け

で
は
な
く
、
活
躍
し
た
他
の
選
手

も
必
ず
取
材
す
る
よ
う
に
し
て
い

た
。
チ
ー
ム
全
体
を
取
材
す
る
姿

を
見
せ
る
と
周
り
の
見
る
目
も
変

わ
っ
た
。
大
リ
ー
グ
取
材
記
者
の

一
人
と
し
て
認
め
ら
れ
、
同
じ
権

利
が
与
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
。

　

こ
う
し
た
取
材
活
動
の
積
み
重

ね
が
、
Ｂ
Ｂ
Ｗ
Ａ
Ａ
理
事
や
ワ
ー

ル
ド
シ
リ
ー
ズ
の
公
式
記
録
員
の

指
名
に
つ
な
が
っ
た
と
思
う
。
渡

米
初
日
に
ス
キ
ン
ヘ
ッ
ド
に
し
た

の
も
顔
を
覚
え
て
も
ら
う
に
は
良

か
っ
た
。
私
の
名
前
の
読
み
は

「
学まなぶ」
だ
が
外
国
人
に
も
呼
び
や

す
い
「
ガ
ク
」
で
通
し
た
。

一
に
な
っ
た
。
チ
ー
ム
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
力
が
非
常
に
高
い
素
晴
ら
し

い
指
導
者
だ
と
思
う
。

　

監
督
の
選
考
方
法
も
違
う
。
日

本
で
は
一
本
釣
り
が
多
い
が
、
メ

ジ
ャ
ー
は
複
数
の
候
補
者
と
面
接

を
行
う
。
選
手
時
代
の
実
績
は
関

係
な
い
。
面
接
で
は
球
団
オ
ー
ナ

ー
や
社
長
が
、
候
補
者
に
対
し
チ

ー
ム
編
成
の
考
え
方
や
チ
ー
ム
に

ど
ん
な
課
題
を
感
じ
て
い
る
か
と

い
っ
た
こ
と
を
質
問
し
て
い
く
。

大
リ
ー
グ
は
選
手
の
国
籍
も
多
様

だ
。
こ
の
た
め
監
督
は
ゲ
ー
ム
の

采
配
だ
け
で
は
な
く
、
バ
ッ
ク
グ

ラ
ウ
ン
ド
が
異
な
る
選
手
た
ち
を

い
か
に
し
て
団
結
さ
せ
る
か
、
そ

の
手
腕
も
問
わ
れ
る
。

―
―
女
性
登
用
は
進
ん
で
い
る
か

　

チ
ー
ム
の
要
職
や
ト
レ
ー
ナ
ー

に
女
性
を
登
用
す
る
ケ
ー
ス
も
増

え
て
き
て
い
る
。
今
は
選
手
と
し

て
の
経
験
が
な
く
て
も
、
デ
ー
タ

黒田博樹・元投手を取材中の田代さん
サンケイスポーツ提供

メ
ジ
ャ
ー
リ
ー
グ　

メ
ジ
ャ
ー
リ
ー
グ
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル

（
M
L
B
）。
大
リ
ー
グ
と
も
呼
ば
れ
る
。
世
界
最
高
峰
の
プ
ロ
野

球
リ
ー
グ
で
、
米
国
、
カ
ナ
ダ
の
全
30
球
団
で
編
成
さ
れ
る
。
ナ
シ

ョ
ナ
ル
・
リ
ー
グ
と
ア
メ
リ
カ
ン
・
リ
ー
グ
で
構
成
さ
れ
、
各
リ
ー

グ
の
優
勝
チ
ー
ム
が
ワ
ー
ル
ド
シ
リ
ー
ズ
（
W
S
）
で
対
戦
し
ワ
ー

ル
ド
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
を
決
す
る
。
多
国
籍
な
選
手
編
成
と
実
力
の
高

さ
か
ら
、
W
S
優
勝
チ
ー
ム
は
実
質
世
界
一
と
目
さ
れ
る
。

た
し
ろ
・
ま
な
ぶ　

昭
和
42
年
生
ま
れ
、
東
京
都
出
身
。
国
学
院
大

学
法
学
部
法
律
学
科
卒
。
産
経
新
聞
社
サ
ン
ケ
イ
ス
ポ
ー
ツ
営
業
局

長
。
本
学
卒
業
後
、
同
紙
で
プ
ロ
野
球
、
長
野
五
輪
、
シ
ド
ニ
ー
五

輪
な
ど
を
担
当
。
平
成
13
年
か
ら
26
年
ま
で
大
リ
ー
グ
担
当
キ
ャ
ッ

プ
。
編
集
局
次
長
な
ど
を
経
て
現
職
。
日
本
人
記
者
と
し
て
初
め
て

全
米
野
球
記
者
協
会
（
B
B
W
A
A
）
理
事
、
ワ
ー
ル
ド
シ
リ
ー
ズ

公
式
記
録
員
を
務
め
た
。

「 陸上部ＯＢからコーチへ。躍進を遂げるチームを支える陸上
競技部コーチが語る日常と仕事」
 陸上競技部コーチ　山口祥太

「 日々の積み重ねがチームを強くする
国学院“らしさ”で関東大学ラグビー１部昇格目指す」
 ラグビーフットボール部監督　伊藤護

本学ＨＰでは本学スポーツ部会指導者の取材記事も掲載しています

指
導
者

資
質

の

だ
け
が

名
選
手

に
あ
ら
ず

名
監
督

院
友
・
産
経
新
聞
社
サ
ン
ケ
イ
ス
ポ
ー
ツ
営
業
局
長 

田
代
学
さ
ん
に
聞
く

メ
ジ
ャ
ー
リ
ー
グ
か
ら
学
ぶ

が
、
そ
の
名
の
通
り
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
力
が
求
め
ら
れ
る
。
国
籍
や
文

化
な
ど
多
様
な
バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ
ン

ド
が
あ
る
選
手
た
ち
で
構
成
さ
れ

る
チ
ー
ム
な
の
で
、
命
令
を
出
す

だ
け
で
は
や
っ
て
い
け
な
い
。
大

リ
ー
グ
の
監
督
は
個
々
の
選
手
に

合
わ
せ
て
説
明
の
方
法
や
指
導
、

指
示
と
い
っ
た
ア
プ
ロ
ー
チ
を
変

え
な
が
ら
、
チ
ー
ム
を
ま
と
め
て

い
く
技
術
を
持
っ
て
い
て
、
こ
れ

が
日
本
の
監
督
と
大
き
く
異
な
る

点
だ
と
思
っ
て
い
る
。

や
動
画
を
解
析
す
る
能
力
が
あ
れ

ば
、
コ
ー
チ
に
な
れ
る
時
代
に
な

っ
て
き
た
。
ど
の
程
度
の
打
球
角

度
や
打
球
速
度
で
打
つ
と
ヒ
ッ
ト

に
な
る
確
率
が
高
い
か
な
ど
と
い

っ
た
ア
ド
バ
イ
ス
は
、
動
作
解
析

や
運
動
力
学
の
知
識
が
あ
れ
ば
可

能
だ
。
プ
ロ
野
球
未
経
験
者
や
女

性
が
指
導
者
と
し
て
雇
用
さ
れ
る

よ
う
な
ら
日
本
の
プ
ロ
野
球
も
大

き
く
変
わ
る
だ
ろ
う
が
、
今
は
ま

だ
難
し
い
の
で
は
な
い
か
。

―
―
最
後
に
国
学
院
大
学
の
学
生

に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

　

私
が
在
学
し
て
い
た
時
と
比

べ
、
ス
ポ
ー
ツ
の
指
導
者
を
育
成

す
る
健
康
体
育
学
科
を
擁
す
る
人

間
開
発
学
部
が
で
き
た
。
野
球
や

駅
伝
、
柔
道
な
ど
の
ス
ポ
ー
ツ
も

強
く
な
っ
て
誇
り
に
思
う
。
ま

た
、
留
学
制
度
も
変
わ
り
海
外
に

挑
戦
す
る
チ
ャ
ン
ス
は
広
が
っ
て

い
る
。
学
生
の
皆
さ
ん
も
ぜ
ひ
海

外
留
学
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
、
多

様
な
価
値
観
を
身
に
付
け
て
ほ
し

い
。
そ
う
願
っ
て
い
る
。
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ド
ア
が
開
い
て
い
れ
ば
、
采
配
へ
の
疑
問
も
聞
け
る

「
多
国
籍
軍
」
の
メ
ジ
ャ
ー
で
は
傾
聴
が
大
切

メ
ジ
ャ
ー
で
進
む
女
性
起
用 

デ
ー
タ
や
動
画
解
析
で
助
言

―
―
日
本
で
は
選
手
時
代
に
実
績

を
残
し
た
人
が
監
督
に
就
任
す
る

傾
向
が
強
い
よ
う
に
思
う
が
米
国

で
は
ど
う
か

　

日
本
の
球
界
も
変
わ
っ
て
き
て

は
い
る
が
、
選
手
と
し
て
の
実
績

が
重
視
さ
れ
、
ス
タ
ー
選
手
が
監

督
に
就
く
傾
向
は
変
わ
っ
て
い
な

い
。

　

一
方
、
米
国
で
は
メ
ジ
ャ
ー

リ
ー
ガ
ー
に
な
れ
な
か
っ
た
選

手
も
野
球
技
術
の
知
見
が
あ
れ

ば
監
督
に
な
っ
て
い
る
。
ロ
サ
ン

ゼ
ル
ス
・
エ
ン
ゼ
ル
ス
の
元
監

督
（
2
0
2
0
〜
22
年
）、
ジ
ョ

ー
・
マ
ド
ン
氏
は
メ
ジ
ャ
ー
リ

ー
ガ
ー
と
し
て
の
経
験
は
な
い

の
だ
が
、
マ
イ
ナ
ー
リ
ー
グ
で

コ
ー
チ
と
し
て
実
績
を
積
み
、

タ
ン
パ
ベ
イ
・
レ
イ
ズ
監
督
時

代
（
2
0
0
6
〜
14
年
）
は
ア

メ
リ
カ
ン
・
リ
ー
グ
優
勝
に
導

き
、
シ
カ
ゴ
・
カ
ブ
ス
監
督
時
代

（
2
0
1
5
〜
19
年
）
に
は
世
界

―
―
平
成
12
（
2
0
0
0
）
年
の

シ
ド
ニ
ー
五
輪
取
材
を
経
て
、
13

年
に
大
リ
ー
グ
担
当
記
者
と
し
て

渡
米
。
以
来
、
名
だ
た
る
指
導
者

を
取
材
し
て
い
る
が
、
日
米
で
大

き
く
違
う
点
は
何
か

　

一
番
驚
い
た
の
が
、
監
督
が
選

手
の
目
線
に
立
つ
こ
と
。
今
は
変

わ
っ
て
き
て
い
る
が
、
当
時
の
日

本
の
球
界
で
は
、
選
手
は
監
督
に

質
問
で
き
な
い
雰
囲
気
だ
っ
た
。

メ
ジ
ャ
ー
で
は
監
督
室
の
ド
ア
が

開
い
て
い
れ
ば
入
っ
て
い
い
と
い

う
サ
イ
ン
だ
。
選
手
は
最
近
自
分

が
起
用
さ
れ
な
い
理
由
や
、
前
日

の
試
合
で
監
督
が
出
し
た
サ
イ
ン

の
理
由
な
ど
采
配
に
関
す
る
こ
と

も
含
め
て
何
で
も
聞
い
て
も
よ
い
。

　

野
球
の
監
督
は
英
語
で
「
Ｍ
ａ

ｎ
ａ
ｇ
ｅ
ｒ
：
マ
ネ
ジ
ャ
ー
」
だ

―
―
日
米
で
は
監
督
像
が
か
な
り

違
う
と
い
う
こ
と
が
わ
か
る
。
大

リ
ー
グ
で
の
取
材
で
印
象
的
な
エ

ピ
ソ
ー
ド
は

　

有
名
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
だ
が
、
松

井
秀
喜
選
手
（
平
成
25
年
限
り
で

引
退
）
が
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
ヤ
ン

キ
ー
ス
に
移
籍
し
た
１
年
目
に
、

当
時
の
ジ
ョ
ー
・
ト
ー
リ
監
督
か

ら
休
養
日
を
告
げ
ら
れ
た
こ
と
が

あ
っ
た
。

　

大
リ
ー
グ
で
は
定
期
的
に
休
養

日
を
与
え
ら
れ
る
上
に
、
日
本
で

は
監
督
の
起
用
法
に
従
う
の
が
当

た
り
前
の
時
代
。
ワ
ー
ル
ド
シ
リ

ー
ズ
制
覇
に
４
度
導
い
た
名
将
か

ら
の
指
示
を
一
度
は
受
け
入
れ
た

松
井
選
手
だ
っ
た
が
、
実
は
巨
人

時
代
か
ら
連
続
試
合
出
場
記
録
を

継
続
中
だ
っ
た
。

　

松
井
選
手
は
周
囲
の
助
言
も
あ

り
、
連
続
試
合
出
場
に
こ
だ
わ
っ

て
き
た
理
由
な
ど
を
説
明
。
ト
ー

リ
監
督
は
「
そ
れ
は
素
晴
ら
し
い

記
録
だ
、
休
ま
な
く
て
い
い
」
と

方
針
を
撤
回
し
て
、
先
発
出
場
さ

せ
た
。
日
本
で
の
感
覚
も
あ
り
、

当
初
は
松
井
選
手
も
記
録
を
諦
め

た
が
、
し
っ
か
り
話
し
合
っ
た
こ

と
で
ト
ー
リ
監
督
に
記
録
の
重
要

性
を
理
解
し
て
も
ら
え
た
。
大
リ

ー
グ
で
は
日
本
人
選
手
も
遠
慮
せ

ず
に
主
張
す
る
必
要
性
を
感
じ

た
。

　

対
話
を
重
ね
、
周
囲
の
理
解
を

得
な
が
ら
物
事
を
進
め
る
こ
と

は
、
ビ
ジ
ネ
ス
の
場
面
で
も
大
切

な
こ
と
だ
。
世
界
中
か
ら
優
秀
な

選
手
が
集
ま
り
「
多
国
籍
軍
」
で

あ
る
大
リ
ー
グ
は
、
優
れ
た
指
導

者
ほ
ど
周
囲
や
部
下
の
話
に
耳
を

傾
け
て
い
る
。

―
―
日
本
の
記
者
と
し
て
初

め
て
全
米
野
球
記
者
協
会

（
B
B
W
A
A
）
の
理
事
や
、
ワ

ー
ル
ド
シ
リ
ー
ズ
の
公
式
記
録
員

を
務
め
た
。
ど
ん
な
点
が
評
価
さ

れ
た
と
考
え
て
い
る
か

　

米
国
で
は
一
番
大
事
な
の
は
会

社
の
名
刺
よ
り
も
個
人
の
信
用

だ
。
当
時
の
大
リ
ー
グ
に
は
プ
ロ

野
球
担
当
時
代
か
ら
付
き
合
い
が

あ
っ
た
選
手
も
多
く
、
取
材
環
境

に
は
恵
ま
れ
て
い
た
。

　

た
だ
、
私
は
日
本
人
選
手
だ
け

で
は
な
く
、
活
躍
し
た
他
の
選
手

も
必
ず
取
材
す
る
よ
う
に
し
て
い

た
。
チ
ー
ム
全
体
を
取
材
す
る
姿

を
見
せ
る
と
周
り
の
見
る
目
も
変

わ
っ
た
。
大
リ
ー
グ
取
材
記
者
の

一
人
と
し
て
認
め
ら
れ
、
同
じ
権

利
が
与
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
。

　

こ
う
し
た
取
材
活
動
の
積
み
重

ね
が
、
Ｂ
Ｂ
Ｗ
Ａ
Ａ
理
事
や
ワ
ー

ル
ド
シ
リ
ー
ズ
の
公
式
記
録
員
の

指
名
に
つ
な
が
っ
た
と
思
う
。
渡

米
初
日
に
ス
キ
ン
ヘ
ッ
ド
に
し
た

の
も
顔
を
覚
え
て
も
ら
う
に
は
良

か
っ
た
。
私
の
名
前
の
読
み
は

「
学まなぶ」
だ
が
外
国
人
に
も
呼
び
や

す
い
「
ガ
ク
」
で
通
し
た
。

一
に
な
っ
た
。
チ
ー
ム
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
力
が
非
常
に
高
い
素
晴
ら
し

い
指
導
者
だ
と
思
う
。

　

監
督
の
選
考
方
法
も
違
う
。
日

本
で
は
一
本
釣
り
が
多
い
が
、
メ

ジ
ャ
ー
は
複
数
の
候
補
者
と
面
接

を
行
う
。
選
手
時
代
の
実
績
は
関

係
な
い
。
面
接
で
は
球
団
オ
ー
ナ

ー
や
社
長
が
、
候
補
者
に
対
し
チ

ー
ム
編
成
の
考
え
方
や
チ
ー
ム
に

ど
ん
な
課
題
を
感
じ
て
い
る
か
と

い
っ
た
こ
と
を
質
問
し
て
い
く
。

大
リ
ー
グ
は
選
手
の
国
籍
も
多
様

だ
。
こ
の
た
め
監
督
は
ゲ
ー
ム
の

采
配
だ
け
で
は
な
く
、
バ
ッ
ク
グ

ラ
ウ
ン
ド
が
異
な
る
選
手
た
ち
を

い
か
に
し
て
団
結
さ
せ
る
か
、
そ

の
手
腕
も
問
わ
れ
る
。

―
―
女
性
登
用
は
進
ん
で
い
る
か

　

チ
ー
ム
の
要
職
や
ト
レ
ー
ナ
ー

に
女
性
を
登
用
す
る
ケ
ー
ス
も
増

え
て
き
て
い
る
。
今
は
選
手
と
し

て
の
経
験
が
な
く
て
も
、
デ
ー
タ

黒田博樹・元投手を取材中の田代さん
サンケイスポーツ提供

メ
ジ
ャ
ー
リ
ー
グ　

メ
ジ
ャ
ー
リ
ー
グ
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル

（
M
L
B
）。
大
リ
ー
グ
と
も
呼
ば
れ
る
。
世
界
最
高
峰
の
プ
ロ
野

球
リ
ー
グ
で
、
米
国
、
カ
ナ
ダ
の
全
30
球
団
で
編
成
さ
れ
る
。
ナ
シ

ョ
ナ
ル
・
リ
ー
グ
と
ア
メ
リ
カ
ン
・
リ
ー
グ
で
構
成
さ
れ
、
各
リ
ー

グ
の
優
勝
チ
ー
ム
が
ワ
ー
ル
ド
シ
リ
ー
ズ
（
W
S
）
で
対
戦
し
ワ
ー

ル
ド
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
を
決
す
る
。
多
国
籍
な
選
手
編
成
と
実
力
の
高

さ
か
ら
、
W
S
優
勝
チ
ー
ム
は
実
質
世
界
一
と
目
さ
れ
る
。

た
し
ろ
・
ま
な
ぶ　

昭
和
42
年
生
ま
れ
、
東
京
都
出
身
。
国
学
院
大

学
法
学
部
法
律
学
科
卒
。
産
経
新
聞
社
サ
ン
ケ
イ
ス
ポ
ー
ツ
営
業
局

長
。
本
学
卒
業
後
、
同
紙
で
プ
ロ
野
球
、
長
野
五
輪
、
シ
ド
ニ
ー
五

輪
な
ど
を
担
当
。
平
成
13
年
か
ら
26
年
ま
で
大
リ
ー
グ
担
当
キ
ャ
ッ

プ
。
編
集
局
次
長
な
ど
を
経
て
現
職
。
日
本
人
記
者
と
し
て
初
め
て

全
米
野
球
記
者
協
会
（
B
B
W
A
A
）
理
事
、
ワ
ー
ル
ド
シ
リ
ー
ズ

公
式
記
録
員
を
務
め
た
。
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競技部コーチが語る日常と仕事」
 陸上競技部コーチ　山口祥太
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国学院“らしさ”で関東大学ラグビー１部昇格目指す」
 ラグビーフットボール部監督　伊藤護

本学ＨＰでは本学スポーツ部会指導者の取材記事も掲載しています
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選
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に
あ
ら
ず

名
監
督
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・
産
経
新
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社
サ
ン
ケ
イ
ス
ポ
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ツ
営
業
局
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田
代
学
さ
ん
に
聞
く

メ
ジ
ャ
ー
リ
ー
グ
か
ら
学
ぶ

が
、
そ
の
名
の
通
り
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
力
が
求
め
ら
れ
る
。
国
籍
や
文

化
な
ど
多
様
な
バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ
ン

ド
が
あ
る
選
手
た
ち
で
構
成
さ
れ

る
チ
ー
ム
な
の
で
、
命
令
を
出
す

だ
け
で
は
や
っ
て
い
け
な
い
。
大

リ
ー
グ
の
監
督
は
個
々
の
選
手
に

合
わ
せ
て
説
明
の
方
法
や
指
導
、

指
示
と
い
っ
た
ア
プ
ロ
ー
チ
を
変

え
な
が
ら
、
チ
ー
ム
を
ま
と
め
て

い
く
技
術
を
持
っ
て
い
て
、
こ
れ

が
日
本
の
監
督
と
大
き
く
異
な
る

点
だ
と
思
っ
て
い
る
。

や
動
画
を
解
析
す
る
能
力
が
あ
れ

ば
、
コ
ー
チ
に
な
れ
る
時
代
に
な

っ
て
き
た
。
ど
の
程
度
の
打
球
角

度
や
打
球
速
度
で
打
つ
と
ヒ
ッ
ト

に
な
る
確
率
が
高
い
か
な
ど
と
い

っ
た
ア
ド
バ
イ
ス
は
、
動
作
解
析

や
運
動
力
学
の
知
識
が
あ
れ
ば
可

能
だ
。
プ
ロ
野
球
未
経
験
者
や
女

性
が
指
導
者
と
し
て
雇
用
さ
れ
る

よ
う
な
ら
日
本
の
プ
ロ
野
球
も
大

き
く
変
わ
る
だ
ろ
う
が
、
今
は
ま

だ
難
し
い
の
で
は
な
い
か
。

―
―
最
後
に
国
学
院
大
学
の
学
生

に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

　

私
が
在
学
し
て
い
た
時
と
比

べ
、
ス
ポ
ー
ツ
の
指
導
者
を
育
成

す
る
健
康
体
育
学
科
を
擁
す
る
人

間
開
発
学
部
が
で
き
た
。
野
球
や

駅
伝
、
柔
道
な
ど
の
ス
ポ
ー
ツ
も

強
く
な
っ
て
誇
り
に
思
う
。
ま

た
、
留
学
制
度
も
変
わ
り
海
外
に

挑
戦
す
る
チ
ャ
ン
ス
は
広
が
っ
て

い
る
。
学
生
の
皆
さ
ん
も
ぜ
ひ
海

外
留
学
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
、
多

様
な
価
値
観
を
身
に
付
け
て
ほ
し

い
。
そ
う
願
っ
て
い
る
。
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―
―
ス
ポ
ー
ツ
紙
の
記
者
を
目
指

し
た
き
っ
か
け
は

　

子
ど
も
の
時
か
ら
大
リ
ー
グ
な

ど
米
国
の
ス
ポ
ー
ツ
が
好
き
だ
っ

た
。
初
め
て
留
学
し
た
の
は
大
学

４
年
生
の
時
だ
。
ア
ル
バ
イ
ト
で

貯
め
た
お
金
で
、
１
年
間
休
学
し

て
米
国
ピ
ッ
ツ
バ
ー
グ
（
ペ
ン
シ

ル
ベ
ニ
ア
州
）
の
大
学
に
語
学
留

学
を
し
た
。
ピ
ッ
ツ
バ
ー
グ
は
ス

ポ
ー
ツ
が
盛
ん
な
都
市
で
、
野
球

観
戦
な
ど
に
夢
中
に
な
っ
た
。

　

記
者
に
な
っ
て
大
リ
ー
グ
の
取

材
を
し
た
い
と
い
う
夢
は
ず
っ
と

持
ち
続
け
て
い
た
。
幸
運
に
も
サ

ン
ケ
イ
ス
ポ
ー
ツ
か
ら
内
定
を
も

ら
い
、
平
成
３
（
1
9
9
1
）
年

に
入
社
。
当
時
は
野
茂
英
雄
・
元

投
手
が
大
リ
ー
グ
に
行
く
前
だ
っ

た
が
、
面
接
で
は
大
リ
ー
グ
特
集

の
ア
イ
デ
ア
ば
か
り
話
し
て
い

た
。
今
振
り
返
る
と
、
よ
く
採
用

さ
れ
た
な
と
思
う
。

―
―
記
者
と
し
て
脂
が
の
っ
た
30

歳
で
休
職
し
、
再
び
米
国
に
留

学
。
き
っ
か
け
は

　

英
語
力
不
足
を
痛
感
し
た
出
来

事
が
き
っ
か
け
。
当
時
、
私
は
ヤ

ク
ル
ト
か
ら
読
売
ジ
ャ
イ
ア
ン
ツ

（
巨
人
）
に
移
籍
し
た
ジ
ャ
ッ
ク

・
ハ
ウ
エ
ル
選
手
と
家
族
ぐ
る
み

の
付
き
合
い
を
し
て
親
し
く
し

て
い
た
。
と
こ
ろ
が
あ
る

日
、「
ハ
ウ
エ
ル
選
手
が

巨
人
を
退
団
す
る
」
と
い

う
特
ダ
ネ
を
他
社
に
出
し

抜
か
れ
て
し
ま
っ
た
。

　

実
は
以
前
か
ら
、
ハ
ウ

エ
ル
選
手
は
私
に
退
団
を

決
意
す
る
出
来
事
に
つ
い

て
そ
れ
と
な
く
話
し
、
ヒ

ン
ト
を
教
え
て
く
れ
よ
う

と
し
て
い
た
。
し
か
し
私

の
英
語
力
で
は
微
妙
な
ニ

ュ
ア
ン
ス
が
理
解
で
き
な

か
っ
た
。
こ
の
ス
ク
ー
プ

は
シ
ョ
ッ
ク
だ
っ
た
。

　

こ
れ
が
２
度
目
の
留
学

を
決
め
た
理
由
だ
。
１
年

半
休
職
し
て
妻
と
米
国
の
オ
ハ
イ

オ
大
学
に
自
費
留
学
を
し
た
。
今

振
り
返
る
と
、
こ
の
決
断
が
人
生

に
と
っ
て
非
常
に
大
き
な
タ
ー
ニ

ン
グ
ポ
イ
ン
ト
に
な
っ
た
。

―
―
オ
ハ
イ
オ
大
学
で
の
専
攻

は
。
そ
の
後
の
仕
事
に
ど
う
役
立

っ
て
い
る
か

　

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
を
専
攻
す
る

予
定
だ
っ
た
が
、
入
学
時
に
教
員

か
ら
の
助
言
で
「
イ
ン
タ
ー
パ
ー

ソ
ナ
ル
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

（
対
人
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の

心
理
学
）
」
を
専
攻
し
た
。
こ
の

こ
と
は
、
大
リ
ー
グ
で
取
材
す
る

時
に
と
て
も
役
立
っ
た
。

　

ま
た
、
米
国
で
生
活
し
た
こ
と

で
、
差
別
的
な
扱
い
を
さ
れ
た
時

や
反
論
す
る
時
な
ど
に
は
っ
き
り

主
張
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
日

本
だ
と
な
あ
な
あ
で
進
む
こ
と

も
、
米
国
で
は
イ
エ
ス
と
ノ
ー
を

明
確
に
示
さ
な
い
と
変
わ
ら
な

い
。

　国学院大学卒業生（院友）で、産経新聞社サンケイスポーツ営業局長の田代学さん（平３卒・99期法）は
米大リーグ担当キャップとして13年間、歴代の名監督たちを取材してきた。13年の取材で見えた日米の指導
者の采配やチームマネジメントの違い、印象的なエピソードや女性の登用について田代さんに聞いた。

「
大
リ
ー
グ
を
取
材
し
た
い
」
憧
れ
の
記
者
に

２
度
目
の
留
学
を
決
意
し
た
他
社
の
ス
ク
ー
プ

―
―
入
社
後
は
ど
ん
な
キ
ャ
リ
ア

を
積
ん
だ
か

　

新
聞
記
者
の
振
り
出
し
は
、
地

方
支
局
に
配
属
さ
れ
る
こ
と
が
一

般
的
。
私
は
埼
玉
県
の
浦
和
支
局

に
半
年
ほ
ど
在
籍
し
、
そ
の
後
、

東
京
本
社
で
プ
ロ
野
球
担
当
に
な

っ
た
。
最
初
の
担
当
は
ヤ
ク
ル
ト

ス
ワ
ロ
ー
ズ
で
、「
I
D
野
球
」

で
知
ら
れ
る
故
野
村
克
也
監
督
が

チ
ー
ム
を
率
い
て
い
た
時
だ
っ

た
。

　

初
め
て
ヤ
ク
ル
ト
担
当
に
な
っ

た
平
成
４
（
1
9
9
2
）
年
に
ヤ

ク
ル
ト
が
リ
ー
グ
優
勝
、
５
年
に

は
日
本
一
に
な
っ
た
。
連
日
、
サ

ン
ス
ポ
の
紙
面
の
2
・
3
ペ
ー
ジ

を
ヤ
ク
ル
ト
に
関
す
る
記
事
で
作

っ
て
い
た
。
新
人
だ
っ
た
の
で
な

か
な
か
う
ま
く
書
け
な
か
っ
た
の

だ
が
、
め
っ
た
に
な
い
経
験
が
で

き
て
本
当
に
恵
ま
れ
て
い
た
と
思

う
。

ワールドシリーズ公式記録員としての一コマ
サンケイスポーツ提供

指
導
者

資
質

の

だ
け
が

名
選
手

に
あ
ら
ず

名
監
督

院
友
・
産
経
新
聞
社
サ
ン
ケ
イ
ス
ポ
ー
ツ
営
業
局
長 

田
代
学
さ
ん
に
聞
く

メ
ジ
ャ
ー
リ
ー
グ
か
ら
学
ぶ
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キャリアサポート
※ 詳細確認・申し込みはK-SMAPYⅡから行ってください

内 各業界のリーディングカンパニーの採用担当者
が、業界や企業の説明をします。この機会に志
望する企業や業界への理解を深めましょう。志望
業界が定まっていない人は、さまざまな企業の話
を聞いて興味・関心の幅を広げていきましょう。

日 10月11日㈫～11月30日㈬　※終了日は変更の
場合あり
対１～３年生
問キャリアサポート課（☎03・5466・0151）

企業セミナー（ＷＥＢ開催）

トインフォダイジェス 内内容　日日にち　時時間　場場所　対対象　定定員　料料金　申申し込み　問問い合わせ
… 在学生　 … 保護者　 … 卒業生　 … 一般　 合合 … 受験生

大学からのお知らせ
令和４年７～８月の大雨で
被害に遭われた皆さまへ
内 ７月14日からの大雨ならびに８月３日からの大雨
により災害救助法が適用された地域に主たる家計支
持者が居住し、家計の急変で今後の学業生活に支障
をきたすおそれのある学生は、保証人（保護者等）
と相談のうえ下記の大学各窓口までご相談くださ
い。適用対象地域は本学ＨＰや内閣府防災ＨＰで確
認してください。
問▶学生生活課（☎03・5466・0145）
　▶たまプラーザ事務課（☎045・904・7700）
　▶大学院事務課（☎03・5466・0142）

国学院大学法学会 学生懸賞論文を募集

内 法学部生を対象に法律学・政治学に関するテーマで
懸賞論文を募集します。優秀な論文は表彰を行い
「懸賞論文入選集」に掲載します。併せて副賞（最
優秀賞：図書カード10万円分、優秀賞：同５万円
分、佳作：同３万円分）が贈られます。
申 令和５年１月23日㈪15時までに論文
（Ａ４サイズ40字×30行の横書き。
脚注含め10～40枚）と受付票、論文
概要をWord形式で作成し、法学会懸
賞論文窓口にメールで提出。

　※ 詳細は本学ＨＰ（ＱＲコード）で確認を
問法学部懸賞論文窓口
　（めlaw-kensyo@kokugakuin.ac.jp）

第６回渋谷区長への施策提言を募集します

内 本学では渋谷区と連携し、学生ならではの施策提言
を行っています。６回目となる今回のテーマは「①
選挙の投票率向上策」「②サイレントマジョリティ
（声なき大多数）の意見を聞くための
方策」です。学生の皆さんから直接、
長谷部健区長へ提言を行い、ご意見を
いただきます。奮ってご応募くださ

い。詳細は本学ＨＰ（ＱＲコード）で確認を。
【 発表】10月26日㈬にパワーポイントを用いた10分
程度のプレゼンテーション。応募多数の場合は選考
を行う可能性があります
【 表彰】区長賞、学長賞（各賞金５万円）、その他表
彰、参加賞
対本学の学部生、大学院生
申 10月21日㈮までにエクステンション事業課へ代表
者氏名、学部・学科、連絡先をメールで送信
問エクステンション事業課
　（☎03・5466・0792、
　　め jigyou@kokugakuin.ac.jp）

実しています。お子様から高齢の方まで幅広い年代
の方に楽しみながら「見える健康」を提供します！
日10月23日㈰
時10時～15時
場たまプラーザキャンパス
申詳細は本学ＨＰ（ＱＲコード）で確認を
問 人間開発学部地域ヘルスプロモーショ
ンセンター
　（めkchpc@kokugakuin.ac.jp）

第７回 地域交流スポーツフェスティバル

内 日頃気になる健康指標、楽しみながら測定してみま
せんか？　本イベントでは体力測定、骨密度測定、体
組成測定などを無償で体験することができるほか、
体験する機会の少ないスポーツや未就学児対象のア
スレチックスペースなど、体を動かすコーナーも充

イベント

新型コロナ関連のお知らせ

内 新型コロナウイルス感染症に陽性／濃厚接触とな
った場合は以下の報告フォームに入力してくださ
い。必要に応じ保健室から電話で詳細を確認しま
す。
　 ［本学ＨＰ］▷［在学生・保護者］▷［学生生活
支援］▷［保健室］▷［登校停止感染症の手続
き］▷［新型コロナウイルス感染・濃厚接触者等
報告フォーム］

陽性／濃厚接触の場合は報告を

内 キャンパス内での集団感染を防ぐため、「基本的
な感染症対策」や「対面授業など登校時の具体的
な留意事項」などを心がけてください。
●基本的な感染症対策
　◇マスクの着用と咳エチケットの徹底
　◇手洗いや手指消毒の徹底
　◇３密（密閉・密接・密集）を避ける取り組みを
　◇ 換気（窓や扉の開放またはエアコン作動により）
　◇ワクチン接種
●感染リスクが高まる場面に注意
　◇飲酒を伴う懇親会や大人数での飲食
　◇マスクなしでの会話
　◇ 休憩・移動時の気の緩み（教室移動・更衣室など）
●対面授業など登校時の具体的な留意事項
　◇毎朝検温をし、「検温表」に記載・持参を

感染症予防／登校時の留意事項 　◇食事の際は個食、黙食の心がけを
　◇ 体がだるい、熱がある、喉に違和感があるな
ど、いつもと体調が異なる時は登校を控え（登
校後は帰宅し）、医療機関受診を

　◇ ワクチン関連の欠席（接種日・副反応）は、
K-SMAPYⅡのＱ＆Ａで、担当教員へ連絡を

　

３
月
に
３
年
ぶ
り
に
各
国
か
ら

来
日
し
た
交
換
留
学
生
・
科
目
等

履
修
生
９
人
が
留
学
期
間
を
終

え
、
７
月
22
日
に
渋
谷
キ
ャ
ン
パ

ス
で
プ
ロ
グ
ラ
ム
修
了
式
・
送
別

会
が
開
催
さ
れ
た
。

　

当
日
は
交
流
を
重
ね
た
在
学

生
、
教
職
員
ら
約
50
人
も
参
加
。

は
じ
め
に
、
証
書
授
与
が
行
わ

れ
、
岩
瀬
由
佳
国
際
交
流
推
進
部

長
（
文
学
部
教
授
）
か
ら
留
学
生

一
人
一
人
に
留
学
プ
ロ
グ
ラ
ム
の

修
了
証
が
授
与
さ
れ
、
会
場
か
ら

大
き
な
拍
手
が
贈
ら
れ
た
。
続
い

て
、
留
学
生
た
ち
が
あ
い
さ
つ

し
、「
コ
ロ
ナ
禍
で
滞
在
期
間
は

短
か
く
な
っ
た
が
、
や
っ
と
日
本

に
来
て
直
接
、
文
化
や
言
葉
を
学

べ
た
。
学
生
、
教
職
員
の
皆
さ
ん

と
出
会
え
た
こ
と
は
忘
れ
ら
れ
な

い
思
い
出
に
な
る
」、「
来
日
し
て

過
ご
す
留
学
で
し
か
経
験
で
き
な

い
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
っ
た
。
国

学
院
大
学
の
学
生
と
友
人
に
な

れ
、
共
に
語
学
の
勉
強
を
し
た
り

遊
ん
だ
り
し
て
、
素
晴
ら
し
い
時

間
を
過
ご
せ
た
」
と
留
学
生
活
を

振
り
返
る
と
、
会
場
か
ら
は
ひ
と

際
大
き
な
拍
手
が
贈
ら
れ
た
。

　

懇
親
の
時
間
で
は
、
交
換
留
学

生
の
修
了
証
に
学
生
ら
が
寄
せ
書

き
を
行
う
様
子
や
記
念
写
真
を
撮

り
な
が
ら
滞
在
期
間
中
の
思
い
出

話
に
花
を
咲
か
せ
る
様
子
な
ど
が

見
受
け
ら
れ
た
。
最
後
は
交
換
留

学
生
の
代
表
が
音
頭
を
取
り
、
全

員
で
三
本
締
め
。
参
加
者
た
ち
は

別
れ
を
惜
し
み
な
が
ら
も
、
お
互

い
の
活
躍
を
誓
い
会
場
を
後
に
し

た
。

交
換
留
学
生
修
了
式・送
別
会

経
験
と
交
流
を
糧
に
活
躍
を
誓
う

修
了
証
を
手
に
す
る
留
学
生
た
ち
と
岩
瀬
教
授

学
生
、教
職
員
ら
が
修
了
証
に

惜
別
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
寄
せ
た
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　近くて遠い？　遠くて近い？　そんな親の気持ちや子どもの気持ちを一緒に考えませんか？　新富名誉教授による子育てエッセーを隔月でお届けしています。読者の
感想や新富名誉教授への質問をお待ちしています。

「
尊
在
感
」づ
く
り（
１
）

 

〜
出
会
い
の
心
、『
コ
ッ
プ
の
原
理
』〜

　

国
、
文
科
省
が
今
日
問
題
に

し
て
い
る
の
は
、
子
ど
も
た
ち

の
「
閉
じ
た
個
」「
自
分
へ
の

自
信
の
喪
失
」
で
す
。

　

私
は
そ
れ
を
、「
損
在
感
」

と
総
称
し
て
い
ま
す
。
そ
れ

は
、
子
ど
も
た
ち
の
側
か
ら
言

え
ば
、
か
つ
て
の
「
指
示
」
で

は
な
く
、「
支
持
」
へ
の
要
求

と
も
言
え
ま
す
。

　

自
己
否
定
の
「
損
在
」
か

ら
、
自
己
肯
定
の
「
尊
在
」
へ

の
手
立
て
の
要
求
で
す
。

　

自
己
向
上
に
向
け
て
の
「
尊

在
」
感
無
く
し
て
、「
学
び
」

の
意
欲
は
あ
り
得
ま
せ
ん
。
と

り
わ
け
コ
ロ
ナ
禍
で
引
き
こ
も

り
状
態
だ
っ
た
若
者
た
ち
は
、

存
在
感
を
失
う
「
損
在
」
状
態

に
置
か
れ
て
い
ま
し
た
。
彼
ら

は
今
こ
そ
、
心
の
「
手
当
て
」

を
求
め
て
い
る
の
で
す
。

　

第
一
に
は
、「
出
会
い
」
を

手
当
て
す
る
こ
と
で
す
。

　

こ
こ
で
「
出
会
い
」
と
は
、

受
け
入
れ
る
（
受
容
）
と
い
う

こ
と
だ
け
で
な
く
、
そ
こ
か
ら

更
に
「
尊
敬
、
信
頼
、
友
情
な

ど
、
新
し
い
何
か
が
生
ま
れ
る

こ
と
」（
創
造
）
で
す
。

　

事
例
を
一
つ
挙
げ
ま
す
。

　

私
は
毎
年
、
6
月
に
は
某
作

業
所
に
学
生
を
連
れ
て
田
植
え

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
行
っ
て
い

ま
し
た
。
主
に
田
植
え
の
邪
魔

に
な
る
ア
ザ
ミ
の
花
を
刈
り
取

る
作
業
で
す
。

　

お
昼
ご
飯
に
な
り
ま
し
た

が
、
特
別
支
援
学
校
高
等
部

を
卒
業
し
た
ば
か
り
の
M
子

が
居
ま
せ
ん
。
暫
く
し
て
、
M

子
は
、
私
た
ち
が
せ
っ
か
く
遠

く
に
廃
棄
し
た
ア
ザ
ミ
の
花
を

抱
え
て
戻
っ
て
来
ま
し
た
。

「
き
れ
い
、
き
れ
い
」
と
言
い

な
が
ら
、
一
本
ず
つ
花
瓶
に
挿

し
て
い
く
の
で
す
。

　

そ
れ
を
見
て
所
長
曰
く
、

「
こ
れ
は
優
し
い
と
か
い
う
個

人
の
性
格
の
問
題
で
は
な
い
。

こ
れ
は
、
役
立
つ
か
否
か
と
物

で
し
か
見
な
い
健
常
者
が
忘
れ

て
い
る
、
宇
宙
を
包
み
込
む
よ

う
な
心
の
広
さ
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。
い
つ
も
『
あ
り
が
と

う
』
と
言
わ
せ
て
く
れ
る
」。

　

こ
の
時
、
所
長
は
M
子
と

出
会
っ
た
の
で
す
。

　

親
御
さ
ん
も
、
こ
う
し
た
子

ど
も
た
ち
と
の
「
真
の
」
出
会

い
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
そ
の
た

め
に
は
逆
説
的
な
言
い
回
し
に

な
り
ま
す
が
、
親
で
頭
が
一
杯

に
な
ら
な
い
こ
と
で
す
。
言
い

換
え
れ
ば
、
親
を
熱
演
す
る
大

根
役
者
に
な
ら
な
い
こ
と
で

す
。
こ
の
対
処
法
を
、
私
は

「
コ
ッ
プ
の
原
理
」
と
呼
ん
で

い
ま
す
。

　

コ
ッ
プ
か
ら
コ
ッ
プ
に
水
を

移
す
時
、
私
た
ち
は
こ
ぼ
れ
な

い
よ
う
に
、
水
を
８
分
目
に
し

て
２
分
ほ
ど
空
け
て
お
き
ま

す
。「
ど
う
し
て
」
と
叱
責
し

た
い
親
心
を
2
分
ほ
ど
空
け
る

こ
と
で
、
相
手
（
子
ど
も
）
の

コ
ッ
プ
も
、
対
峙
す
る
反
抗
心

を
2
分
ほ
ど
空
け
て
、
少
し
は

聞
い
て
や
ろ
う
か
な
、
と
い
う

気
持
ち
に
な
っ
て
く
れ
ま
す
。

　

仏
教
界
に
は
「
出
会
い
と

は
、
空く

う

な
り
」
と
い
う
言
葉
が

あ
る
そ
う
で
す
。
相
手
と
対
峙

す
る
際
、
心
を
空
に
し
て
無
の

境
地
に
な
る
こ
と
で
、
そ
の
全

て
を
受
け
入
れ
る
こ
と
が
で
き

る
と
い
う
の
で
す
。
し
か
し
、

私
た
ち
は
仏
様
と
違
っ
て
、
心

を
空
に
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
。
そ
こ
で
、
心
を
2
分
だ
け

で
も
空
け
て
、
秋
の
夜
長
に
子

ど
も
に
寄
り
添
っ
て
対
話
し
て

み
て
は
ど
う
で
し
ょ
う
。

第13回

名誉教授名誉教授    新富 康央新富 康央
しんとみ・やすひさ
学校法人国学院大学特別参事。
人間開発学部初代学部長。専門
は教育社会学、人間発達学。新し
い時代の子育て論には定評。

　第77回東日本ソフトテニス選手権が７月16、17日に
南部総合公園テニスコート（長野県安曇野市）などで開
催された。国学院大学ソフトテニス部は男女とも６ペア
が出場し、男子の下田好輝選手（史４）・黒須柾暉選手
（神文２）ペアが３位となる好成績を収めた。
　この大会はダブルスで行われ、社会人、高校生も含め
た男子334ペア、女子181ペアが出場した。下田選手・
黒須選手ペアは初日のトーナメントを勝ち進むと、２日
目には４回戦で強豪の北海道高校生チャンピオンのペア
を撃破。続く５回戦で社会人ペア、６回戦で元全日本チ

ームペアにも優位な試合運びで快勝を収めた。７回戦で
は社会人チームに所属する院友ペアと対戦。ファイナル
ゲームまでもつれる大激戦を制し、準決勝進出を決め
た。
　準決勝では、全日本チームペアとの対戦に臨み、実力
に勝る相手に奮戦。一進一退の攻防を繰り広げた。最後
は惜しくも敗れたものの、下田選手・黒須選手ペアは並
みいる強豪を抑え、見事に３位入賞となった。この結果
から、同ペアは10月に香川県高松市で開催される全日
本選手権大会（天皇杯）への出場権を獲得した。

ソフトテニス部  東日本選手権 下田選手（史４）・
黒須選手（神文２）ペアが３位元

全
日
本
選
手
の
ペ
ア
を
破
る
活
躍
を
見
せ
た

黒
須
選
手（
左
）、下
田
選
手（
右
）

ソフトテニス部提供ソフトテニス部提供

　国学院大学柔道部が７月から９月
の各大会で好成績を収める活躍を見
せた。
　７月10日に東京武道館で東京都
ジュニア柔道体重別選手権大会が開
催され、男子73kg級で阿久津友春
選手（法２）が優勝、同60kg級で
宮部真臣選手（観まち１）、同66kg
級で井桁拓海選手（経２）と羽田野
啓太選手（健体２）がそれぞれ３位
となった。４選手は９月10、11日
に埼玉県立武道館で行われた全日本
ジュニア柔道体重別選手権大会に出

場し、羽田野選手が準優勝に輝き、
阿久津選手と井桁選手はベスト８、
宮部選手はベスト16となった。
　９月４日には、男子41回・女子
38回東京学生柔道体重別選手権が
東京武道館で開催され、男子60kg
級で田中祥選手（経営３）、同73kg
級で後藤颯太選手（健体１）が優勝
し、同部は二階級を制覇。同66kg
級で藤岡歩武選手（健体２）が準
優勝、同81kg級で騰川雄一朗選手
（法３）が３位と４選手が表彰台に
上った。この大会は10月に日本武

道館で行われる全日本学生柔道体重
別選手権大会の予選を兼ねており、
入賞した４選手のほかに男子60kg
級で宮部選手、73kg級で川田武史
選手（経４）、81kg級で岩下幹人
選手（健体２）、90kg級で松本匡

平選手（法２）と寺島悠太選手（健
体３）の５選手が出場権を獲得。昨
年の全国大会90kg級優勝の押領司
龍星選手（経営４）を加えた10人
が学生体重別個人戦で日本一に挑
む。

柔道部  各大会で好成績
10選手が体重別
全国大会へ

左から後藤選手、田中選手、藤岡選手、騰川選手

柔道部提供柔道部提供
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　国学院大学硬式野球部が所属する
東都大学野球１部の秋季リーグが開
幕を迎えた。
　開幕戦は春季リーグに続く地方開
催として９月３日から５日に福島県
で行われた。３日に県営あづま球場
（福島市）で行われた青山学院大学
との１回戦に臨んだ同部は、一回表
に先頭打者の山本大輔選手（健体
４）が右中間への二塁打で出塁、２
番の鈴木智也選手（健体３）が犠打
で送り、１死一・三塁とする。４
番、青木寿修選手（経ネ４）の犠飛
打で山本選手が生還し１－０と先制
し、そのまま初戦を制した。先発の
武内夏暉投手（健体３）は九回を完
投し、相手打線を４安打に抑える好
投を見せた。翌日からはヨーク開成
山スタジアム（郡山市）で行われ、
４日の２回戦は１－３、５日の３回
戦は１－２と惜しくも敗れた。
　第２週にはＺＯＺＯマリンスタジ
アム（千葉市）に舞台を移し、中央

大学と対戦。９月10日の１回戦は
六回裏に２点を奪われ先行されたも
のの、八回表に１死二塁から田中大
貴選手（健体２）と仲村光陽選手
（健体２）が適時打を放ち２－２と
並ぶ。その後、試合は無死一・二塁
から行うタイブレーク制の延長戦に
突入。十回表、１死一・二塁から柳
舘憲吾選手（法２）が会心の３ラン
本塁打で５－２と突き放すと、十回
裏の相手打線を楠茂将太投手（法
４）が抑え勝利した。翌11日の２
回戦では、２－０とリードし迎えた
七回裏、山本選手や柳舘選手の安打
で１死二・三塁とすると、田中選手
の左適時打や青木選手の犠飛打で２
点を加え４－０とし二連勝。第２週
終了時で同部は３勝２敗、勝点１で
２位に浮上。チームは優勝奪還を目
指し、中盤戦となる第３週の駒沢大
学戦、第４週の日本大学戦に臨む。

　天皇賜盃第91回日本学生陸上競技対校選手権（日本イ
ンカレ）が９月９日から11日に、たけびしスタジアム京
都（京都市）で開催され、国学院大学陸上競技部からは男
子5000mに中西大翔選手（健体４）、山本歩夢選手（健
体２）が出場し、中西選手が準優勝となった。
　同種目には全国から標準記録を突破した27人が出場。
中西選手はスタートから留学生選手に続き日本人選手の先
頭を走る積極的なレース運びをみせ、山本選手も集団の中
ほどから上位を狙う。気温が30度を超える厳しいコンデ
ィションのなか、レースは1000mを２分44秒、2000m
を５分32秒と速いペースで進む。徐々に遅れる選手も出
始めるなか、中西選手と集団前方に位置を上げた山本選手
は3000mを８分25秒と先頭集団で通過。直後に、東京農
業大学の高槻芳照選手が一気にペースを上げ、揺さぶりを

かけると集団は留学生選手２人を含む５人に絞られた。中
西選手はこのペースアップにも冷静に対応し、トップ争
いを繰り広げる。青山学院大学の近藤幸太郎選手が残り
1000m手前からスパートで抜け出すと、中西選手は山梨
学院大学のジェームス・ムトゥク選手と２位を争い一騎打
ちとなる。中西選手は残り100mまで先行されるが、最後
の直線で強烈なスパート。ムトゥク選手を逆転し振り切る
と13分53秒40で準優勝となった。山本選手は14分24秒
24で15位、優勝は青山学院大学の近藤選手で13分50秒
37だった。
　同部主将の中西選手は３月の日本学生ハーフマラソンで
準優勝、７月には5000mで13分38秒45の本学記録を樹
立するなど各大会で活躍しており、10月から始まる学生
三大駅伝を前に、チームを鼓舞する結果となった。

　沿道で応援される際は、大会主催者が求める感染
防止対策へのご協力をお願いいたします。出雲駅伝〈10月10日（月・祝）〉応援に関するお願い

陸上競技部

中西選手 日本インカレ準優勝 三大駅伝前に好成績

東都大学野球１部秋季リーグ順位（９月11日時点）
順位 大学名 勝数 負数 勝率 勝点
1 青山学院大学 4 1 0.800 2
2 国 学 院 大 学 3 2 0.600 1
2 日 本 大 学 3 2 0.600 1
4 亜 細 亜 大 学 2 3 0.400 1
4 中 央 大 学 2 3 0.400 1
6 駒 沢 大 学 1 4 0.200 0

硬式野球部

秋季リーグ 福島県で開幕戦
２シーズンぶりの
優勝狙う

中央大１回戦で本塁打の柳舘選手（中央）と喜ぶ部員たち

熾
烈
な
２
位
争
い
を
制
し
た
中
西
選
手

（
月
刊
陸
上
競
技
提
供
）

初
戦
で
好
投
し
た
武
内
投
手

要
所
で
得
点
に
貢
献
の
田
中
選
手


